
光害について知ろう︕
~海城地学部の夜空の明るさ

研究から~
※部誌の記事と重なる内容もあります。



光害とは?

照明の設置⽅法や配光
が不適切で、景観や周
辺環境への配慮が不⼗
分なために起こるさま
ざまな影響
→星空観察・⽣態系・
居住者に影響



新宿区は光害の影響が⼤︕

•東京都⼼は光害の影響が全国
的に⾒ても⾼い
•海城中⾼地学部では2012年か
ら夜空の明るさ研究を実施
※⼀般的には⼈⼯光が⼤気中の
浮遊物質に散乱され空が明るく
なると⾔われている。

新宿区



主な夜空の明るさ研究
①-夜空の明るさとエ
アロゾル(2013年)

海城の屋上で計測した夜空の
明るさデータと新宿区のエア
ロゾル観測データの関係性を
調べ、夜空の明るさへのエア
ロゾル量の影響を調べた。
<結果>
⾼度4kmまでのエアロゾル
が夜空の明るさに影響(図1)
地上の⼈⼯光は約⾼度2km
まであまり減衰しない(図2)
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相関係数:夜空の明るさデータとエアロゾル量のデータの相関係数
相関係数が1に近いほど関係が⼤きい



主な夜空の明るさ
研究②-南極の夜空
の明るさ(2014年)
南極で観測した夜空の明るさデー
タを使⽤し、⼈⼯光の少ない地域
と多い地域の夜空の明るさを調べ
た。
<結果>
南極の夜空の明るさは⼀定→⼈⼯
光の影響(エアロゾルの影響)はな
い(図3)
⽉の明るさによって明るさが最⼤
15倍変化
オーロラが発⽣すると急激に明る
くなる(約7倍、最⼤18倍)(図4)
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主な夜空の明るさ研
究③-東京周辺の夜空
の明るさ(2022年)

部員の家で夜空の明るさを計測
してもらい、部員の家の位置に
よる夜空の明るさの差を調べた。
<結果>
⼭⼿線の駅から計測地点までの
所要時間と夜空の明るさの差を
調べてみたが、⼤きな差や相関
は⾒られなかった。 ※観測条件がよくないこと、計測⽇が

異なるため天気・⽉齢等の条件が異な
ることが最⼤の原因か。今後は観測⼿
段を⼯夫していきたい。

月齢:小数点以下四捨五入
21時の雲量:東京の雲量(0+は0、10-は10とした)
※A:山手線の駅から計測地点の最寄駅までの所要時間(5分刻み・
平均的なもの)
※B:最寄駅から計測地点までの徒歩での所要時間(5分刻み・
Google Mapのもの)
計測結果:平均値(#DIV/0!となっているものは計測忘れ)・単位は
等級



参考資料

• 環境省「光害について」
https://www.env.go.jp/air/life/hoshizorakansatsu/observe-
5.html 7⽉24⽇閲覧。


